




公益財団法人大学コンソーシアム京都 

2017（平成29）年度事業計画策定及び予算編成基本方針 

１ 現状等 

大学コンソーシアム京都は、1994年に京都・大学センターとして発足して以来、京都地域の大学間

連携と相互協力を図り、加盟大学・短期大学の教育・学術研究水準の向上並びに京都地域の発展と活

性化に向けた様々な取組を行ってきた。また、2013年度には「京都地域における学生の「学びと成長」

の支援を目指して」をテーマとする第４ステージプラン（～2018年度）を策定し、2014年度からこの

中期計画に基づいた事業を推進しているところである。 

これまで同プランに基づき事業の再編や見直し、新規事業の立ち上げに取り組んできたが、折り返

し点となる2016年度には、これら取組みをはじめとする各事業の成果を客観的に評価し、計画の今後

のあり方や方向性を加盟大学・短期大学、産業界、自治体等の関係機関のニーズを把握するとともに、

社会情勢に応じた対応を求められる高等教育の現状の把握、さらには事業効果にも十分留意しながら 

再確認し、第４ステージプランの後半へフィードバックしていくこととする。 

２ 財政上の課題 

 2011年度以降、文部科学省「戦略的大学連携支援事業」の後継事業を財団に組み込んだ影響もあり、

事業推進に伴う支出が収入を上回る支出超過の状況が2年連続で発生したが、第4ステージプランの検

討と並行して行われた事業の見直し・再編により、2013年度以降の決算では支出超過の状況から脱し、

適正な財政状況を維持している。 

しかし、収入を会費や指定管理料に大きく依存する当財団の財務体質上、大幅な収入増は見込めず、

財政的には厳しい状況であることに変わりはない。したがって、事業計画の策定、予算編成に当たっ

ては、ニーズやその効果を改めて確認し、従前の枠に捉われない精査が必要である。 

第４ステージプラン（2014～2018年度）
～京都地域における学生の「学びと成長」の支援を目指して～

■第４ステージにおいて財団の果たす役割 

①京都地域における大学間連携事業 

②加盟大学・短期大学の教育の質向上の追求 

③「大学都市」京都、地域の発展と活性化へ

の貢献

■財団事業の推進にあたっての留意すべき観点 

①財団事業への学生のコミットメントの促進 

②財団事業への加盟大学・短期大学教職員のコミッ

トメントの促進 

③調査・企画機能の強化 

④情報発信・共有機能の強化 

■重点事業の点検評価 

 2014年度：スタートアップ 

 2015年度：事業推進 

 2016年度：中間見直し（加盟校ヒアリング） 

 2017年度：修正企画実施 

 2018年度：総括・次期計画策定（加盟校ヒアリング） 

1



３ 2017年度事業計画及び予算編成の基本方針 

上記の状況等を踏まえ、2017年度事業計画の策定及び予算編成にあたっては、第4ステージプラン

で確認された財団の果たす役割や課題を踏まえつつ、事業効果、加盟大学等のニーズ及び社会情勢

の変化等を十分に考慮し、達成すべき到達点を見極め、その達成を見据えた事業計画、予算編成を

行う。 

（１）事業計画 

 第4ステージプランの4年目となる2017年度は、同プランに基づき見直し、新たに具体化された

事業をはじめ、従前からの継続事業についてもその効果、課題等が再確認された達成すべき到達

点を見据えた事業展開を目指す。 

 計画策定にあたっては、事業の新旧を問わず、関係機関のニーズ、事業効果、優先順位等を総

合的に勘案し、縮小も含めた事業の見直しを行うこと。 

 なお、2017年度からスタートさせる新規事業については、その公益性や効果を十分に検討する

こと。 

（２）予算編成 

 個別事業の効果やニーズ、必要性等について改めて確認し、必要な予算を適切に編成する。 

ア 原則として、各事業の予算額は以下を上限額とし、出来得る限りの経費削減を図るとともに、

最大限の費用対効果が得られるように予算を編成すること。

   ・2015年度以前からの継続事業：2015年度決算額 

   ・2016年度からの新規事業：2016年度補正予算額

   ・その他、競争的資金や委託料等を財源とする事業で、来年度、既に当該収入の減額が予定さ

れているものについては、その収入見込額 

イ 上記アの上限額を超える予算が必要な場合は、事前に総務部に相談すること。 

ウ 予算計上においては、必要性や有効性を厳格に精査すること。 

エ 全ての事業において、外部資金導入の可能性を検討すること。 

オ 2017年度新規事業に係る予算についても、必要性や有効性を厳格に精査し、その積算の根拠

を詳細に示すこと。 
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